
2017.9.5

１．日時： 平成２９年９月５日（火）～９月６日（水） 宿泊ウォークなので中止はありません

２．集合：東武桐生線、わたらせ渓谷鉄道　相老駅改札口　10時10分

３．持参：弁当、飲み物、敷物、雨具、帽子、氷水（夏季）、タオル、着替、保険書、常備薬、その他各自準備品

４．予定行程：
　　・9月5日：相老駅→岩宿遺跡→西山古墳→温泉神社→ホテル　10.5Km
　　・9月6日：ホテル→藪塚駅→（電車）→新桐生駅→（バス）→群馬大学前下車→市内散策　6.5Km

５．会費：１５，０００円（宿泊費、宴会費、幹事部屋二次会費、入館料含む）、但し交通費、弁当代は各自負担
　　・当日のみ参加、懇親会のみ参加等大歓迎、奮ってご参加下さい

６．連絡先：清水　固定：04-7120-1500　携帯：090-3472-2171 （ＰＣ） shimizu201500@arion.ocn.ne.jp
（携帯） ts8822ts@docomo.ne.jp

７．参加者：敬称略
　　宿泊：８名　高尾、小林　貢、小林秀行、杉澤、若生、松浦、関根、清水
　　日帰：１名　板川

８．集合場所案内図 東武桐生線、わたらせ渓谷鉄道　相老駅

　〇改札口は一つです
　〇トイレは駅階段下りて右側です

９．見所
　・岩宿歴史館（岩宿遺跡）：日本の石器時代の考え方を根本的に変えた大発見です
　・東武桐生線阿佐美駅構内　縄文文化住居跡
　・西山古墳、桐生市内散策

第２４回　相老～岩宿遺跡～藪塚温泉宿泊、桐生散策ウォーク



１．往路時間設定（平日） ☆最終確認は各自が行って下さい

東武線： 北千住 春日部 東武動物公園 和戸 久喜 館林着 館林発 足利市 太田着 太田発 相老着

区間急行 7:44 8:16 8:22 8:25 8:29 8:58 8:59 9:18 9:27 9:38 10:04
館林行き

JR： 新宿 赤羽 浦和 大宮 久喜着 東武線乗換 乗換 太田着 伊勢崎発 伊勢崎着 高崎発

7:22 7:38 7:46 7:53 8:15 9:09 8:43 8:37 8:05
湘南新宿ライン・宇都宮行き

２．復路時間設定（平日）

東武線： 北千住 春日部 東武動物公園 和戸 久喜 館林発 館林着 足利市 太田発 太田着 藪塚発

16:18 15:47 15:41 15:38 15:34
乗換
15:27 14:58 14:47 14:32 14:21 14:03 13:51

15:42 15:18 15:11 14:40 14:14 特急りょうもう28

JR： 新宿 赤羽 浦和 大宮 久喜 JR乗換 乗換 太田発 伊勢崎着 伊勢崎発 高崎着

15:52 15:32 14:22 14:47 14:50 15:20
乗換

16:28 15:57

16:17 15:41
乗換

16:41 16:26

東武伊勢崎線 JR両毛線

14:3214:52

東武伊勢崎線 JR両毛線



相老～岩宿～藪塚　10.5Km
出典：マピオン

１．相老

昼食購入

陸橋左側



相老～岩宿～藪塚　10.5Km
出典：マピオン

２．岩宿

岩宿ドーム

岩宿博物館

入館300円

陸橋左側

昼食



相老～岩宿～藪塚　10.5Km
出典：マピオン

３．阿佐美 阿佐美駅構内（縄文文化遺跡）



相老～岩宿～藪塚　10.5Km
出典：マピオン

①9/5：西山古墳→温泉神社→ホテルふせじま
４．藪塚 ②9/6：歴史民俗資料館→三日月村→藪塚駅

ホテルふせじま
お酒購入

入園600円

入館100円



桐生市内散策
出典：マピオン

5．桐生市内

桐生天満宮

有鄰館

まちなか交流館

桐生歴史文化資料館

根精神社

新桐生駅
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江
戸
時
代
の
街
道
の
町
を

再
現
し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
。

景
色
も
風
俗
も

江
戸
時
代
さ
な
が
ら
の

村
里
で
、

現
代
の
通
貨
は

通
用
し
ま
せ
ん
。

村
の
出
入
り
口
に
あ
る

関
所
で
寛
永
通
宝
に

両
替
し
て
、

煮
売
屋
、荒
物
屋
、

旅
籠
な
ど
が
並
ぶ

街
道
を
歩
け
ば

す
っ
か
り
江
戸
気
分
で
す
。
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大
蛇
温
室
や
熱
帯
蛇
類
温
室
で
は
ア
ミ
メ
ニ
シ

キ
ヘ
ビ
や
オ
オ
ア
ナ
コ
ン
ダ
な
ど
の
大
蛇
を
は
じ
め
、

毒
蛇
温
室
で
は
コ
ブ
ラ
や

ガ
ラ
ガ
ラ
ヘ
ビ
、ハ
ブ
な
ど

世
界
の
ヘ
ビ
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

野
外
飼
育
場
で
は
マ
ム
シ

や
シ
マ
ヘ
ビ
を
自
然
環
境
に
近
い
状
態
で
飼

育
展
示
し
て
お
り
、か
わ
い
い
子
ヘ
ビ
が
見
ら
れ

る
子
ヘ
ビ
コ
ー
ナ
ー
や
キ
ン
グ
コ
ブ
ラ
の
骨
格

標
本
や
ヘ
ビ
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
た
資

料
館
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、猛
毒
ハ
ブ
か
ら
の
採
毒
実
演
、ヘ
ビ

の
お
食
事
タ
イ
ム
、ヘ
ビ
と
の
ふ
れ
あ
い
タ

イ
ム
、大
蛇
と
の
記
念
撮
影

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
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ま
む
し
は
毒
蛇
と
し
て
恐

れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

古
来
よ
り
滋
養
強
壮
・

疲
労
回
復
・
老
化
防
止

に
効
果
が
あ
る
と
注
目
さ

れ
て
き
ま
し
た
。ビ
タ
ミ

ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
を
は
じ
め
、

必
須
ア
ミ
ノ
酸
を
豊
富
に

含
む
健
康
食
品
で
す
。ま

む
し
を
食
べ
て
ス
タ
ミ
ナ

を
つ
け
ま
せ
ん
か
！
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ニ
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徳
川
家
康
が
新
田
義
重

を
弔
う
た
め
に
慶
長
18

年（
1
6
1
3
）に
建
立
。

開
山
し
た
呑
龍
上
人

が
、貧
し
い
民
の
子
を
弟

子
と
い
う
名
目
で
養
育

し
た
こ
と
か
ら「
子
育
て

呑
龍
さ
ま
」と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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歴
史
公
園
内
に
あ
る
資

料
館
。新
田
荘
遺
跡
内

に
伝
わ
る
文
化
財
を
中

心
に
、多
く
の
古
墳
や

遺
跡
、建
造
物
が
残
る

太
田
市
内
の
歴
史
資
料

を
、古
代
か
ら
現
代
ま

で
テ
ー
マ
別
に
展
示
し

て
い
ま
す
。
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江
戸
時
代
、満
徳
寺
は

鎌
倉
の
東
慶
寺
と
並
ん

で
日
本
に
２
つ
し
か
な

い
幕
府
公
認
の
縁
切
寺

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

し
た
。資
料
館
に
は
水

洗
ト
イ
レ
が
２
つ
並
ん

だ「
縁
切
・
縁
結
厠
」が

あ
り
人
気
で
す
。
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滑
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わ

り
種
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転
車
の
あ
る
サ

イ
ク
ル
広
場
、木
工
や

陶
芸
体
験
が
で
き
る
工

房
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

児
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会
館
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プ
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ネ
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。
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・アクセスマップ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・交通のご案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・お問い合わせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■お車利用の場合
＊北関東自動車道 太田藪塚ICから約10分
＊東北自動車道 佐野藤岡ICから桐生方面へ約40分
＊関越自動車道 前橋ICから桐生方面へ約50分

■電車利用の場合
＊東武鉄道（特急りょうもう号）・藪塚駅下車、徒歩約10分
＊JR両毛線・岩宿駅下車、タクシーで約15分

太田市観光協会（太田市役所）
■〒373-8718 群馬県太田市浜町2-35
■TEL 0276-47-1833
■太田市HP…
　http://www.city.ota.gunma.jp
■太田市観光協会HP…
　http://www.ota-kanko.jp
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イ
ム
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ッ
プ

わ
く
わ
く
、ど
き
ど
き
、あ
な
た
の
知
ら
な
い
ヘ
ビ
の
世
界
へ
！

平
成
元
年
に
群
馬
県
の

ブ
ラ
ン
ド
産
地
に
指
定

さ
れ
た「
紅
こ
だ
ま
ス
イ

カ
」。人
気
の
秘
密
は
、何
と
い
っ

て
も
甘
く
て
美
味
し
い
こ
と
。皮

が
薄
く
、美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る

部
分
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。直

径
約
20 

cm
の
サ
イ
ズ
は
小
家
族

に
ピ
ッ
タ
リ
。冷
蔵
庫
で
丸
ご
と

冷
や
せ
る
の
も
人
気
で
す
。
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出
荷
時
期
・
・
・
３
〜
６
月
頃

藪
塚
本
町
地
区
は
全
国
的
に
有
名

な
、だ
い
こ
ん
た
く
あ
ん
漬
の
産

地
。乾
燥
し
た
冬
の
気
候
と
、上
州

名
物
の
空
っ
風
が
お
い
し
い
漬
物

用
の
干
し
ダ
イ
コ
ン
を
作
り
ま
す
。

初
冬
の
日
射
し
を
浴
び
た
ダ
イ
コ

ン
干
し
の
光
景
は
、こ
の
地
方
の
冬

の
風
物
詩
で
す
。歯
ご
た
え
と
独
特

の
風
味
は
旅
の
お
土
産
に
最
適
!!

暗
黒
の
謎
の
洞
窟
を
地
底
に

向
っ
て
進
ん
で
行
く
怪
異
現

洞
。一
部
屋
ご
と
に
複
雑
な

仕
掛
け
が
施
さ
れ
、屋
敷
全

体
が
迷
路
に
な
っ
て
い
る
絡

繰
屋
敷
。な
ぜ
か
平
衡
感
覚

が
狂
っ
て
し
ま
い
斜
め
歩
き

に
な
っ
て
し
ま
う
不
可
思
議

土
蔵
。鏡
の
ト
リ
ッ
ク
が
摩

訶
不
思
議
な
戯
揶
満
館
。い

ず
れ
も
日
本
初
お
目
見
え
の

建
物
で
す
。常
識
を
超
え
た

不
思
議
ゾ
ー
ン
で
、あ
な
た

も
ぜ
ひ
奇
怪
体
験
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
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奇
体
験
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小
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次

郎
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筆
者
・
笹
沢
左
保
の
全
著

作
4
0
0
点
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、
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真
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ど
が
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示
さ
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、笹
沢
文
学
を
楽
し
く
実
感
で

き
ま
す
。
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光
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史
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縁
切
寺
満
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寺
資
料
館

ぐ
ん
ま
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ど
も
の
国
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明
元
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9
）

に
岩
松
家
純
に
よ
っ
て

城
築
。戦
国
期
の
関
東

七
名
城
の
一
つ
で
も
あ

り
、金
山
を
利
用
し
た

山
城
で
あ
る
こ
と
が
特

徴
。昭
和
9
年
に
国
の

史
跡
指
定
を
受
け
ま
し

た
。

金
山
城
跡
を
広
く
伝
え

る
こ
と
を
目
的
に
開

館
。館
内
に
は
貴
重
な

資
料
の
ほ
か
、ジ
オ
ラ
マ

の
展
示
、戦
国
時
代
の

様
子
を
大
ス
ク
リ
ー
ン

で
上
映
を
無
料
で
行
っ

て
い
ま
す
。
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太
田
市
名
誉
市
民
で
人

間
国
宝
で
も
あ
る
刀

匠
・
大
隅
俊
平
の
作
品

を
展
示
。刀
匠
が
住
ん

で
い
た
母
屋
を
改
修
し

た
美
術
館
に
は
、太
刀

の
ほ
か
作
刀
に
使
用
し

て
い
た
道
具
な
ど
も
展

示
し
て
い
ま
す
。
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金
山
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史
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金
山
城
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

大
隅
俊
平
美
術
館

八
王
子
山
公
園

（
北
部
運
動
公
園
）

約
19
h
a
の
広
大
な
公

園
。春
に
は
、見
渡
す
限

り
の
芝
桜
・ネ
モ
フィ
ラ
・

ポ
ピ
ー
が
丘
陵
一
面
を
染

め
ま
す
。冬
は
公
園
全
体

を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。約
１
3

０
万
球
の
電
飾
が
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
へ
誘
い
ま
す
。
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ん
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ま
む
し
を
食
べ
て

ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
ま
せ
ん
か
！

遊

味

遊

味
特
産
品

やぶ塚温泉やぶ塚温泉

群馬県
太田市

周
辺
観
光
ち
ょ
っ
と
足
を
の
ば
し
て…

鎌
倉
幕
府
を
打
ち
倒
し
た
名
将
・
新
田
義
貞
。

挙
兵
の
地
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
生
品
神
社
な
ど
、

新
田
氏
や
新
田
荘
に
関
連
す
る
11
の
神
社
・
遺
跡
は

「
新
田
荘
遺
跡
」と
し
て
国
指
定
史
跡
に
な
っ
て
い
ま
す
。

３
代
将
軍
徳
川
家
光
が
日
光
東
照
宮
の
大
改

築
を
行
っ
た
際
、旧
奥
社
拝
殿
と
宝
塔
を
徳

川
氏
発
祥
の
地
で
あ
る
世
良
田
に
移
築
。桃

山
時
代
の
建
築
様
式
の
特
徴
を
残
す
拝
殿
、

本
殿
な
ど
国
指
定
重
要
文
化
財
。

反
町
薬
師
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
照
明
寺
。新
田
義
貞
の
居
館
跡

と
し
て「
反
町
館
跡
」と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。毎
年
１
月
４
日
に
は
厄

除
け
の
縁
日
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

新
田
義
貞
が
鎌
倉
幕
府
倒
幕
の
た
め
挙

兵
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
場
所
。境
内
に

は
床
几
塚
、旗
挙
塚
な
ど
が
あ
り
、毎
年

５
月
８
日
に
は「
鏑
矢
祭
」が
行
わ
れ
ま
す
。

ジ
ャ
パ
ン･

ス
ネ
ー
ク
セ
ン
タ
ー



関
東
平
野
か
ら
秩
父
連
山
を
望
む

な
だ
ら
か
に
続
く
八
王
子
丘
陵
の

ふ
も
と
に
湧
き
出
る
や
ぶ
塚
温
泉
。

天
智
天
皇
の
時
代
に

開
か
れ
た
と
伝
わ
る
古
湯
は

新
田
義
貞
の
隠
し
湯
と
も

言
わ
れ
て
き
た
名
湯
で
す
。

名
峰
赤
城
山
、榛
名
山
、妙
義
山
の

遠
望
を
楽
し
み
な
が
ら

静
か
な
山
あ
い
の
里
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

移
り
変
わ
る
季
節
の
風
景
の
中
に

あ
な
た
の
心
の
故
郷
が

見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

湯
 
湯
 

春
に
は
あ
で
や
か
な
つ
つ
じ
が
一

勢
に
花
開
き
ま
す
。つ
つ
じ
山
全

体
が
公
園
に
な
っ
て
お
り
、パ
イ

プ
塚
や
木
枯 

し
紋
次
郎
の
碑
、

自
然
石
に
刻
ん
だ
歌
人
伏
島
た

き
の
碑
な
ど
が
点
在
、変
化
に
富

ん
だ
散
策
が
楽
し
め
ま
す
。

パ
イ
プ
の
蒐
集
家
と
し
て
有
名

な
故
石
黒
敬
七
氏
が
中
心
と

な
っ
て
建
て
た
石
碑
で
す
。パ
イ

プ
塚
の
由
来
と
パ
イ
プ
が
彫
ら

れ
、「
ゆ
う
も
あ
く
ら
ぶ
」の
名
士

の
名
も
見
ら
れ
ま
す
。 

紋
次
郎
の
生
み
の
親
、笹
沢
左
保

氏
の
著
名
が
入
っ
た
由
来
記
と
、

長
い
楊
子
を
く
わ
え
た
三
度
笠
の

紋
次
郎
の
姿
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。 

新
田
軍
と
北
条
軍
が
こ
の
地
で

戦
火
を
交
え
た
と
こ
ろ
か
ら
、勝

負
沼
の
名
が
生
ま
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。周
辺
の
豊
か
な

緑
が
水
面
に
美
し
い
沼
で
す
。 

奈
良
正
倉
院
の
校
倉
造
り
を
模

し
た
外
観
が
印
象
的
な
資
料

館
。石
田
川
遺
跡
か
ら
出
土
し

た「
鶏
頭
埴
輪
」、石
之
塔
遺
跡

か
ら
出
土
し
た「
土
製
耳
飾

り
」、民
具
類
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
T
E
L
】0
2
7
7-

7
8-
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つ
つ
じ
山
公
園
 

パ
イ
プ
塚
 

木
枯
し
紋
次
郎
の
碑
 

勝
負
沼
 

藪
塚
本
町
歴
史
民
俗
資
料
館
 

古
墳
時
代
後
期
の
代
表
的
な
山
寄

せ
型
横
穴
式
円
墳
で
、直
径
22
ｍ
、

高
さ
4m
。石
室
に
は
近
く
で
と
れ

る
藪
塚
石
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
く
か
ら
開
口
し
て
お
り
、石
室
の

形
態
な
ど
か
ら
7
世
紀
前
半
ご
ろ

の
築
造
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。西

山
古
墳
と
と
も
に
県
指
定
史
跡
。

小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
公
園
で
、童

謡
作
詞
家 

細
川
雄
太
郎
氏
が
こ
の

地
に
滞
在
中
の
思
い
出
を「
あ
の
こ

は
た
あ
れ
」の
童
謡
と
し
て
作
詞
し

た
こ
と
に
由
来
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。 

前
方
後
円
墳
で
、南
側
に
横
穴
式

石
室
が
口
を
開
い
て
い
ま
す
。八
王

子
丘
陵
の
西
側
の
屋
根
の
先
端
部

に
あ
り
、全
長
34
ｍ
、後
円
部
直
径

18
ｍ
、前
方
部
幅
20
ｍ
の
規
模
で
、

６
世
紀
末
ご
ろ
の
築
造
と
推
側
さ

れ
て
い
ま
す
。１
９
４
９
年
、県
指

定
史
跡
と
な
り
ま
し
た
。

西
山
古
墳

温
泉
街
を
囲
む
丘
陵
は
終
戦
直
後
ま
で

「
藪
塚
石
」と
呼
ば
れ
る
石
材
を
切
り
出

し
て
い
ま
し
た
。今
で
も
石
工
た
ち
が
手

斧
と
の
み
で
石
を
切
り
取
っ
た
石
切
場

跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

石
切
場
跡
 

地
震
や
自
然
災
害
な
ど
に
よ
り
時
代
の

異
な
る
地
層
が
重
な
っ
て
い
て
、長
い
時

間
の
経
過
と
自
然
の
力
を
間
近
に
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

不
整
合
 

北
山
古
墳

な
つ
め
の
里
 

や 
ぶ 
塚 
温 
泉 
散 
策 ホテルふせじま 

【TEL】0277-78-2321 

開祖今井館 
【TEL】0277-78-2421 

藪塚館 
【TEL】0277-78-2518 

西山館 
【TEL】0277-78-2678 

やどり今屋
【TEL】0277-78-2318

東毛少年
自然の家
●

不整合

●
滝野神社

●三島神社公園
　（やぶ塚かかし祭り会場）

●巨大かかし「かかまる」

●
なつめの里

北山古墳

ゴルフ場
●温泉神社

ホテル
ふせじま 今井館

藪塚館

やどり今屋

西山館

　藪塚本町文化ホール
●（カルトピア）
●藪塚本町行政センター

西山古墳
●藪塚本町歴史
　民俗資料館(2階)

藪塚駅

太田藪塚IC
←伊勢崎ICへ 太田桐生ICへ→

大原仲大原中西

太田市街地へ

桐生市へ→

北関東自動車道

東武桐生線県
道
太
田
大
間々線

→ 太田駅へ→

みどり市へ←

赤城駅へ←

●三日月村
　 かかわりーな
  〈（木枯し紋次郎記念館）〉●ジャパン・

　スネークセンター
　〈白蛇観音〉

勝負沼

●石尊宮

十一面観音●

卍

つつじ山公園●
 木枯し紋次郎の碑   〈　　パイプ塚　　〉  

石切場跡

藪塚本町小文藪塚本町中 文

H

H H

H

H

1
9
8
4
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
や
ぶ
塚
か
か
し
祭
り
」。

毎
年
秋
、の
ど
か
な
田
園
風
景
の
中
に
、

ア
イ
デ
ア
を
凝
ら
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
か
か
し
が
ず
ら
り
と
並
び
ま
す
。

10
月
上
旬
か
ら
中
旬
の
開
催
期
間
中
に
は
、

小
松
菜
の

無
料
配
布
や

動
物
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー
、

や
ぶ
塚
温
泉
の

日
帰
り
入
浴
券
や

周
辺
観
光
地
の

入
場
料
の

割
引
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

お
得
な
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す
。 見見


